
38－（38）

「ストレプトマイシン重層定量法の一變法」

信州大学医学部皮膚泌尿器科学教室　（主任　橋本満次教授）

谷津民夫
On the Superposition Method for Streptomycin Assay with S. aureus��

　　　　　　　　　　　　　（Terashima　S七rain）

Tamio Tanihu

　Dcpaitnieut　of　Dormatology＆Urology，　Faculty　of　Medicille，　Shins　hn　．Univcrsit｝㌧

　　　　　　　　　　　（Dircctor：Prof．　M．　Hashill1《）tの
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緒 言

　スbVプトVイシン（以下ストマイど略称）の定量法として，試験管稀釈法，スライドセル法，

CuP洗，　Paper　D瓢法，重層法等があるが，本邦に於ては・主として重暦法が用いられ・其の方法に

関しては既に鳥居，川上氏等①②が詳細に述べてV・る。就中，培地の組成，被検菌株及び標添藥等

に関して，種々改善が試みられているが，余は，石田氏等⑤④⑤⑥の重暦法の基礎条件を追試中，黄

色葡萄状球菌寺島株を用いる場合，メチi・1ン青標示薬を添加しなくとも，細菌の完全に発育を阻止さ

れる濃度より低VO部分に寺島株の発育は却つて刺戟され，境界鮮明な帯状集落を作り，発育阻止帯の

長さの計測可能なことを知つた。　　　”　　　　　　　　・’
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上記培地100・Cに肉エキス1％，ペプトン1％，食

塩0．5％（pll　7．49i）のB・uil1・nに37°C，24時間増

穣『せる黄色葡萄｝伏ヨ求菌寺島株を0．5cc，1ヲ‘硝酸ソ’ダ

2ecを加えたものを測完聯音地とした。なを塞天に寺

島株並びに硝酸ソーダを加える際には塞天を46°0に

保つた。

　3ン分　　注

　培地は塞天が固まらない中に，且つよく振殼してこ

れを可及的速かに，滅菌小試験管（口径8～9粍，長さ

約80ホ1…）　Ic　2・5co宛分目三する0

　3）重　　層
　被検液として標準ストマイを化学天秤にて精確に秤

量し此れをS6renSonの燐酸緩衝液（pH　8・0）にて倍数

稀釈したものあ各々o．4・碗稀釈系ダ晦に3本宛重

厨する。

　初　培養及び読み取り

　37°Oの卿卵器中に入れ，12乃至ユ6時間培養して，

生じた阻止帯の長さをノニウスを以つて，0’］粍まで精

確に測定する△

　　　　　　　基礎條件の検討

　t）　塞天の濃度

　寒天の量を0．7％よりL1％の間を試みたが，mが少

ないと培地の固まる時間が遅延し，多ければストマイ

の櫨殴度は悪く，結果として0・9％が最も適當であるn

　2）　寒天のpH

　I＞H6．0以下では阻【L幣は短いが，6．0以上になると

再び短くなるので，PHS．0に修正した0

　3）　肉エキス並びにペプトンの簸

　石田氏等は，粉末ブイヨン0・5％を用いているが，

肉エキス（ミクニ即）0．3％，ポリペプトン（武田）U・3

％で充分に寺島株は褒育し，感度も鏡敏となるo又感

度増強のために｛無食塩とした0

　4）　不肖酸ソFダ

　酸素供給源として蘭の褒育を促進せしめる爲に，1％

溶液を寒天に加えると確かに苗の褒育が良好となる0

　5）菌の濃鹿

　薄い方が阻止糟の長さは長くなるが，0，5％以下で

は菌の登育は不充分で，阻｝L沓が明瞭でない場含が多

いo又1，0％以上では菌の鼓育は良好であるが，阻止
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帯が短くなり，各稀釈倍数に於け㌔差が短縮される揚

合が多いので，0．5％が最も適當である0

　6）稀釈液

　生理的食塩水を用いて見たがハ阻止帯は明瞭でない。

矢張リ．S6rensenの燐酸緩衝液（pH　8．0）が適當であ

る。

　7）分注速度

　培地を多i数の小試瞼管に分注する際に，手際よくや

らないと寒天が固まつて，試験管壁に付着して重麟液

と混合し誤差を生じたyするので，鳥脇小島氏⑦の

蓮べた如くに可及的速かに分注を絡了すべきである0

　8）　分注よリ重層までの間隔

　分注試願管内の培地が固まつたならば，噂ちに重層

してよいが，室温が高い場合及び夏季期間は仲・々固ま

らず，その際重暦すると屡吉阻止糟に傾斜を生じた1）

するので，約1乃五2時間冷藏庫に入れて固まらせる

とよい。　　　　　．

　9）重層液量

　0．3GGでもO．4ecでも有意義の差は認めら2vない。な

tc　O．3乃至0・40c重府すると液の高さは5乃至10粍と

なる。

　10）　培養温度及び1毒間

　培養の際に於ける温度は37°Cが良好である。阻止

糟は大体10時間で生じ，］2時間で明瞭となるが，実願

の便を老えに入れ16時間としている。

　　　　　　　実験成績

　f）阻止帯の長さとストマイ濃度の関係

　デイノ、イドロストマイ（725U／Tllg．，）を使用して測

定すると第1表に示す通りになる。

　2）賢験公式

　ストマイ濃度の対数と阻止幣の長さの關係を図示す

ると第1図の如くになり，定差図（第2図）を作つて

見ると，殆んど一蔵線上にならぶ。即さ増山の3変験公

式①⑧

　　　　Y（X）＝G（1－e－「（x－a＞）

に適合する事が讃明された。

第1表　阻止帯の長さとストレプトマイシン濃

　　　　度の関係

　　（Dn工YD盈osq｝REPTOMYOJS　725a／mg）

濃度　20　10
r［u－－cc）

5i　2・　「）

阻止帯…国・・1・・s

2．5／2　　2．5／4　　2．5／8

・2143已・

。長，・・8・・1…　1・川・・已1・・

（m・）、9・IS3国・・

卒均 9．43　　8、43　　7．B3 6．80

司4・3…

5．43 433　3．46
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第t図　阻止帯の長さとストレプトマイシン濃度の対数

　　　　　　　　（第1表より）

，

％猪う多 25　5　・・Z・挺
（（s隔蹟対数）

　3）力債推定①

　i）　標準液2階級，被検液2階級の場合，標準液高

濃度，低濃度の阻止帯の長さを夫々S∬，Snとし，被検

液高濃臨低濃鹿のそれをUI〔，　Ur，として，高濃度と

低濃度の比（「「／r、）を両者に共通にAとすると，被検液

の力債（被検液の標準液に対ナる濃度比）eは次の式

により計算さ才Lるo

　　　　　　　　…g2｝隠r

　　　　　　　　T・・、瓢F×L°gA　　　工Jogθ＝

第1表の数値tdi用いて計算すると，

S　rt＝9．43，　Sl，＝5．43，　UII＝7．63，　Ur、＝3．46ハA＝1n，

1 u 差

図　助定表
　1

図描第　H　　十　　α　　Y

M．）vf

4

7．63 1．80

9

ワ

9．43

6

！F’

II

L 5。43 3．46 1．97

4

o

　　　差1也n・　』4・・71

畑・

　　｝一．　θ＝0・280（眞の個はO・250）

　ii）　標準液3階級，被検液1階級の場合・

　標準液高濃変，中濃度，低濃蓑による阻」ヒ帯の畏さ

を夫々h，ISIt　lとし，その濃度比Te　A，被検液による

阻止帯の艮さ必へとすると，被検液の力贋0（コに対

　　　　　　　　　　　　　　　　　Y（×）

3　4　5　e　7　9　9　P．“1

する濃度比1）は次の式により計算される。

一誤芦竺・一
　　　（T　：：＝r皇i詰芸i一

第1表の数値を用いて計算すると，

h　＝8．43，nn　t7．63，1＝－6，80，　u＝・5．43，　A＝・2，

　　　　　　　　　　　　0．84
　　　　　　　　・Log－11一〇．76丁閃

　　　　　　　　　　　　百o｝一×Lo9　2　　　　LoG’θ　＝r

　　　　　　　　　I・・9r砲一

　　　．・，　0＝0．442　　（眞の債は0．50）
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総括並びに結語
1）被検菌株として黄色葡萄状球菌寺島株を用V・た。

2）培地の組成塒島株の感灘強の7・めに，鰍10000ccに対して・肉エキスao9・ペハン3・0

9，窪天9．09，pH　8．0としナこ。

　3）．メチレン青等標示蘂を加えなかつナこ。

　4）稀釈液としてS緬nse11の燐酸綬衝液（1）IEI8．0）を用いた。

　5）試験管はロ径8乃至9粍長さ約80粍のものを用いナこ。

　6）　培養温度及び時間は37°C，：6時間としk。

　7）阻止帯と温度の関係は，異験公式Y（x）＝＝G（：－e－r（x7a））に適合する。

　8）　力価推定には，増山の導V・ナこ公式を用V、ナこ。

　本克の要旨は既噸9醜膚科泌尿器科学会信州地方会に於て登表した・

　硫絡。剛み，搬胱皿易つた恩醐禰授に謝意嬢・，艇て賀願噛購糖懇篤な酬‡旨幽噸

　　th、　RY，Jつた中棚鋤数授並びに種徽腿蜘・た・附邦昭学兄に深甚なる感謝轍げ昧第である・
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動． 脈 移 植

Arterial　I－lomografts

　　　　　　　He11ry　Sw☆n．　H．　M乳son　Morfit・

　　　　　　　A，rchives　of　SllrgeぽV（）L　62　No．6767－775．　Juuユe．1．951．

∵著者等は右股部の肉腫の根治手術にともない，腫物樹閏の爲股動脈をも併せて切除しなければなら

なかつた症例につき；二例は他家保存動脈、－t例は自象静脈の移値により曲L管歓損部を補い手術を可

能ならしめナこo

　実施にあナこり次の諸点を注意しているo

　即ち，玉巾．管供給者は10才から35才位の年令層が適当で7而も被移植者に悪影響を及ほす様な疾患

のないこと。1罐ほ死後嶋間以内に］緻し，保輪ユ噸鋤調の繊庫中に4°cで貯え，貯蹴は

リンゲル氏液中に10％の害ψ合に拍L漿を加え，更に少罰二のぺ＝シリン及びス1・レプトマイシンを加える

ことo貯藏期間は3ケ月を越えなV・ことo
　著者等は更に，手術時必要な1血L管を速かに手に入れることの困難な事から，IflL管銀行の必要を腿調

し℃いるo
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r信大星子外科　岩月抄）
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